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緩やかに時間が流れるボーペンニャンの国から

国立国際医療研究センタ 一国際医療協力局

広報情報課長 HIト寸 豊！}:

東南アジアの小国ラオス J) には、 日本とは違う

緩やかな時間の流れや社会の究大性があるように感

じる。 遅刻してもボーペンニャン、 会議がドタキャ

ンになってもボーペンニャン、 大変だと思われるこ

とが起こってもボ ーペンニャンと、 色々なことが

「ボ ーペンニャン」の 一 言で収まる。 この言菓は、

ラオ語で「間題ないよ」、「大丈夫だよ」 2) などの

意味で、 日常のあらゆる場面で用いられる。 箪者も

ラオスの同僚から、 ボーペンニャンという言薬をか

けられ、 肩の荷が下りたような感立を味わったこと

が何度もある。

他方、 ラオスの周辺国をみると、 社会開発の段陛

が進むにつれ、 時間の流れが高速化しているような

印象をもつ。 その例として、 ラオスを含む10か同

で構成される束南アジア諸国連合(ASEAN)は、

地域経済共同体としてサービス貿易の自由化を急速

に進めている。 エンジニア、 建築士、 医師や看渡師

首都ピエンチャンの観光名所
「パテュ ー サイ（凱旋門）」

等が地域内で自由に移動できる協定を加盟国間で締

結した。 これが、 ASEAN相互認証協定(MRA)3l 

である。 看護師の場合、 出身国での看獲師免許の取

得と登録、 3年以上の実務経験、 規定の継続教育を

受講するなどの条件を満たすと、 地域内の移動が可

能になる。 例えば ラオス人看殺師が、 隣国のタイ

やベトナムで看護師として職に就くことができるよ

うになる。 これに対しラオス保健省は、 MRAの条

件を満たすため、 医師、 歯科医師、 呑股師及び助産

師を対象とした国家試験、 免許の登録、 付与及び更

新、 そして継続教育制度の創設に積極的に取り組ん

でいる叫藤田らは、 MRAは加盟国の免許登録制

度の設附や強化を図る推進力になっている 5) と述

べており、 ラオスヘの影響は大きい。 独特の時間の

流れをもつラオスでは、 この普遍性を乱すかのよう

に、 急激な変化が起こりつつある。これまでは、医師

や看護職の免許制度がなく、保健人材義成校を卒業

することで保健専門職に就いていたことから、免許

制度がなくてもボーペンニャンという時代であっ

た。しかし、MRAによって、ラオスの保健医旅従事者

に対する制度は、 大きく変わろうとしている。

箪者は、 独立行政法人国際協力機構(JICA)を

通じて、 ラオス保健省で看應師国家試験制度の創設

に携わった。 ラオス保健省は、 医師、 歯科医師、 看

護師及び助産師の国家試験制度を同時に立ち上げる

ため、 国際機関や各国政府に対し支援を要請した。

医師と歯科医師は、 世界保健機関、 アジア開発銀行

やフランス大使館、 助産師は国連人口基金、 そして

看護師は日本政府が制度創設の支援することになっ

た。 看護師国家試験の場合、 挫成課程が複雑である

こと、 旋成数が最も多いこと、 投成校が全国数か所

に設岡されていること等から、 他の専門職と比較し
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た場合、 制度創設が最も困難であることから、 キメ

の細かい技術協力を実施している日本に対して、 そ

の支援が要請された。

このような背景のもと、 ラオス保健省は医師、 歯

科医師、 看護師及び助産師を対象とした国家試験を

2020年9月に実施することを目指して、 その準備

を開始した。 ラオス保健省が筆者と共に、 まず取り

掛かったのは、 2019年9月にパイロット看護師国

家試験を小規模で行う事であった。 初めて実施する

試験であるため、 目的、 運営機関、 受験資格及び手

続、 普及、 試験問題作成を含む試験実施、 採点及び

合否判定、 結果公開、 合格証発行、 モニタリング評

価、 全体スケジュ ー ル、 予算の頂点11項目を設定

し、 試験制度の設計を行った］

看殿師国家試験の制度設計を提案する箪者
（左から2番目）

2019年1月から本格的な準備を開始し、 同年9

月にはパイロット試験を実施しなければいけないと

いう時間的な制約がある中、 ラオス保健省は禎極的

にこれに取り組んでいった。 準hiiiの各段階では、 い

つものように「ボーペンニャン」という言葉が随所

で聞かれるものの、 あっという間に準備が進んだ。

2019年9月末には、 パイロット看護師国家試験が

全国3か所で無事に実施された。その後、採点や合否

判定粘準の検討が行われ、 一連の過程を完了した。

2020年には、 合格証が発行される第1回看護師

国家試験が日本の支援によって実施される予定であ

るが、 引き続きラオス保健省の強固なイニシアティ

ブによって、 これが実現されることを期待する。 な

お、 昨今の新型コロナウイルス感染症による影響

が、 全世界的に深刻な状況にあることから、 実施時

期に執着することなくボーペンニャンの精神のも

と、 ラオス流の時間の流れの中で、 確実に新たな制

パイロット看護師国家試験当日の受験生登録の様子
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パイロット看護師国家試験の様子

度を創設してほしいと願う。
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